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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 9/20～22に院内研修開催。出欠簿が掲示されているので、出欠の有無と出席日と記入のこと。

· 本日、栄養管理サービス委員会に大西が参加予定。

＜利用者様情報＞

· 田名部　浩平様～レストラン移動時に腕を上げ下げしながら歩く、デイケア内の廊下を何度もコップを持ったまま歩くなどの行動がみられる。ニヤツキもみられることから、ご家族に家での状況をうかがうと共に、様子観察とする。

· 小向　武雄様～通所後より、同じ場所の壁に向かって同じ言葉（単語）を２度繰り返し話し自席に戻るという行動が頻回にみられる。青風荘では上記行動が見られることはなかったとのこと。プログラムにも集中して取り組むことが出来ているが、様子観察とする。

· 杉澤　恵子様～スタッフに対し「嫁が26日から働き始めることになって、甥と姪の面倒を見なければならないのでデイケアには来れなくなる」と話される。スタッフからは、デイケアの利用を止めるかどうかの判断は主治医に相談し、また保護者であるご家族とも面談をする必要があることを説明する。ご家族に電話をかけることを伝えると、一旦は了承するものの、その後何度もスタッフの元に来ては、「○時から出かけるので、電話をかけても出ないと思う」と話される。主治医に情報提供すると共に、ご家族にも電話にて連絡する。

＜栄養管理サービス委員会打ち合わせ＞

· 9/12の昼食でそうめんとカップケーキが出ていたが、「量が足りない」「取り合わせが変わっている」との声があった。

· 9/15の昼食（セレクトメニュー）で、一部の糖食者様のメニューが札と逆のものになっていた。

· 9/15の昼食に出たジャガイモが煮崩れして小さくなっており、とりづらかった。

· 夕食のご飯が足りなくなることがある。

· 職員用検食の容器を間違って取ってしまう利用者様がいるので、できれば別の場所に保管していただきたい。

＜事故報告＞

· 杉澤　恵子様

【経過】本日昼食後、淡路　智恵子様の昼食後薬を誤って服用される。

【対応】主治医、課長に報告。主治医より淡路様に昼食後薬一包処方し服用していただくこと、杉澤様のバイタル測定して様子を見ることと指示がある。杉澤様のバイタルは血圧141/80、脈107、体温36.6℃と平時とほぼ同じであった。また、杉澤様には淡路様の薬代を実費負担して頂いている。

【対策】以前も他利用者様の昼食後薬を誤って服用されたことがあるため、服薬ボードではなく別の場所に預かるなど、薬の保管・管理方法を見直す。スタッフ側においても服薬ボードの管理や服薬確認の手順を再度見直し、再発を防止する。

＜就労前準備段階プログラム実施報告＞

【参加者】関口　禅様、巴　勇樹様、佐藤　朗子様、中村　与一郎様

【内容】自己紹介、目標設定、宿題

【参加者の様子】

· 関口　禅様～プログラム前日に面談を実施。以前自己評価していただいた際は殆どの項目で　「100％」と高く評価されていたが、その後前回のプログラム参加者からプログラムの様子を聞いた模様で全体的に評価が下がっており、「やっぱり出来ないかもしれない」と自信のない様子がみられる。今回のプログラムについては参加の意思はあるものの、過度にストレスとなる可能性もあるため、様子をみながら適宜面接等行っていく。本日は「見学」として参加され、自発的発言はないがスタッフからの問いかけには答えることが出来ている。

· 巴　勇樹様～自己紹介では真っ先に挙手され、発言されている。目標設定では自分の言葉で説明することが難しい様子で、チェックシートを見ながら目標としたい項目を読上げている。

· 佐藤　朗子様～自分のペースで話すことができている。目標設定では「休日も早起き出来る様にする」と話される。

· 中村　与一郎様～参加者のなかでは最も発言されているが、スタッフが他メンバーに質問しているにも関わらず先取りして答えてしまうことがある。目標設定では現在すでにできていること（定時に起床すること）を目標に挙げており、スタッフが現状維持を目標とするようアドバイスする。

【次回までの宿題】作文「なぜ働きたいのか」

